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1.　各種糊料中,   CMC が防汚性，洗浄性ともにすぐ

れていることは認められたが,  Nylon に対しては,  0.01

％の糊付けでも原布より剛くなるので，CMC に柔軟剤

の配合を試み，昨年の総会でカチオン系の柔軟剤配合効

果について報告した。今回は両性活性剤と，非イオン系

の柔軟剤を配合した糊につき，汚染性，洗浄配 剛軟度

を検討した結果につき報告する。

2.　 糊料と濃度…CMC 0.01%, 柔軟剤Di …TAFL-

ON 602, D, …TAFLON 902S, Da ‥･TAFLON Ｓ 100,

柔軟剤濃度Ci･‥0.05％,   Ci,…0.1%,   C.…0.5%,  CMC:

柔軟剤の配合比M,-･100:0,   M,･･･80 : 20, M3･‥60:40,

M- …40:60,   Ms …20:80,   M.･･･O : 100.

糊付 温度は常温，糊付法，汚染法，洗浄力試験法は前

報の通りで光電反射率計を用い，常法に従って汚染性，

洗浄性を検討した。剛軟度は45 °カンチレバ法により測

定し，結果は推計学的処理をおこない有意差を出した。

3.　防汚性はD1D2D3 配合糊間に顕著な有意差は認め

られず,   CMC のみの糊付布が防汚性大で，柔軟剤の濃

度が高く，配合比が多くなるとその効果は低下する。し

かし原布より防汚性は大なるものが多く，殊にDiD, は

よい。 D, 配合糊の洗浄性をみると， 精練布 よりすべて

上回り効果が認められたが，M, よ り劣り，M3 配合比の

0.1％ が他に比しすぐれている。剛軟度はMl は原布より

梢剛くなるが，Me の0.1% のものが原布に近く，洗浄陸

とともに，良好な結果を示した，D^D い こついても更に

検討し報告する。


